















































約 30 万 t，結果樹面積約 2.5 万 ha とブドウ栽培





























2006 年の日本におけるブドウ栽培は収量 21 万 t，




















































































































































































































































































3). 単位収量の高い地域と低い地域１０）  
























2. 耐寒性に基づく地域区分毎の単位収量と  
気候要素との対応  
 


























第 2 図 市町村単位別における単位収量の  
高い地域と低い地域の分布  第 1 図 2006 年の市町村単位別における  
ブドウ栽培の単位収量分布  
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第 2 図 市町村単位別における単位収量の  































































1). 温量指数  

















































第 3 図 ブドウの耐寒性に基づく地域区分とその対象地域（沖縄県を除く）  


































をそ ぞれとって散布図にした（第 4～9 図）．以
下，各気候要素との関係を考察する．  
1). 温量指数  
















































第 3 図 ブドウの耐寒性に基づく地域区分とその対象地域（沖縄県を除く）  








































温量指数 気温日較差 降 水 量 日照時間 可能蒸発散量 水過剰量
成長期間 4～9 月 4～9 月 4～9 月 4～9 月 4～9 月 4～9 月
地域Ⅰ 0.32 0.31 0.10 0.02 0.31 0.12
地域Ⅱ 0.16 0.39 －0.18 0.17 0.17 －0.31
地域Ⅲ －0.17 0.28 －0.29 －0.04 －0.09 －0.20
月　　別 6 月 8 月 5 月 ― 6 月 6 月
地域Ⅰ 0.41 0.35 0.10 ― 0.41 0.12
地域Ⅱ 0.23 0.38 －0.34 ― 0.27 －0.33
























2). 気温日較差  
 第 5 図はブドウの単位収量と成長期間における
気温日較差との関係を示した散布図である．地域
























































は 24.7℃と成長適温を下回るため，露地栽培では  
成長に必要な温度が確保できないと考えられる．  
第 2 表 代表的産地における 8 月気温  
の平年値の比較  
第 1 表 単位収量と気候要素との相関係数  
第 5 図 ブドウの成長期間 単位収量と気温日較差との関係  










山　形 24.9 30.4 20.7
甲　府 26.6 32.5 22.8





















































































































































第 6 図 ブドウの成長期間におけるその単位収量と降水量との関係  






































　第 10 図は 2006 年における都道府県別のブドウ
栽培面積である．最も広い栽培面積を有するの



















































































第 6 図 ブドウの成長期間におけるその単位収量と降水量との関係  










































収量が最大となる可能蒸発散量 650～700mm は， 























6). 水過剰量  


















第 8 図 ブ 間におけるその単位収量と可能蒸発散量との関係  
第 9 図 ブドウの成長期間におけるその単位収量と水過剰量との関係  
井上 貴子
―‌76‌―


































































収量が最大となる可能蒸発散量 650～700mm は， 























6). 水過剰量  


















第 8 図 ブドウの成長期間におけるその単位収量と可能蒸発散量との関係  








 3. ブドウの栽培面積と施設栽培１１）  
 第 10 図は 2006 年における都道府県別のブドウ
栽培面積である．最も広い栽培面積を有するのは，
山梨県 4,350ha で，次いで長野県 2,460 ha，山形






われていなかった(2006 年当時)．  
 
Ⅴ おわりに  
 

























12℃付近であり，月別においても 8 月で 12℃付
近であった．また，降水量においては逆相関とな
第 11 図 都道府県別のブドウ栽培面積に対する施設
栽培の割合（2006 年時面積基準による）  
第 10 図 都道府県別のブドウ栽培面積
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12℃付近であり，月別においても 8 月で 12℃付
近であった．また，降水量においては逆相関とな
第 11 図 都道府県別のブドウ栽培面積に対する施設
栽培の割合（2006 年時面積基準による）  
第 10 図 都道府県別のブドウ栽培面積
（2006 年時）  































































 1）‌ 昼温とは，自然浴光下における昼間（午前 8 時～
午後 6 時まで）の葉温または果実温であり，夜温と
は，種々の温度に調整が可能である電気恒温器を用
いた夜間（午後 6 時～午前 8 時まで）の植物体温で
ある．
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